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核燃料サイクル完結の時持つ

適時適切な情報発信に努める

　　　日本原燃　近藤大 広報部長　　　　　　インタビュー

原燃の広報活動
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概
要

再
処
理
工
場
の
重
要
性

準国産エネルギーの長期安定供給に向け核燃料サイクル推進

　ＧＸ　

　天然ウランの濃縮　
　ＭＯＸ燃料　

　プルサーマル　

　高速炉　

　高レベル放射性廃棄物　

（５） 第３９１２号第３種郵便物認可 ２０２３年（令和５年）３月１０日（金曜日）（週　刊）

　 　グリーントランスフォーメーション（Green
 Transformation）の略称。政府が掲げるカーボンニュ
ートラルの実現に向けて、社会システムそのものを変
革する取り組み。

　 　天然のウランには、原子力発
電所の燃料として利用できるウラン（燃えやすい
ウラン）が．％程度しか含まれておらず、残りはウ
ラン（燃えにくいウラン）である。このため、原
子力発電所の燃料として使用するには、ウランの

割合を３～５％に高める必要がある。日本では遠心分
離法によるウラン濃縮を行っており、この技術は純国
産技術である。

　 　ウラン・プルトニウム混合酸化物燃
料の略称。使用済核燃料中に１％程度含まれるプルト
ニウムを再処理により取り出し、プルトニウム（Ｐｕ）
とウラン（Ｕ）を混合してプルトニウム濃度を４～９
％に調整した核燃料である。ＭＯＸ燃料は、従来使わ
れているウラン燃料と形も大きさも全く同じで、現在

の原子力発電所でそのまま使うことができる。

　 　使用済燃料から、再処理によって
分離されたプルトニウムをウランと混合し、混合酸化
物燃料（ＭＯＸ燃料）に加工し、これを国内の原子力
発電所で使用すること。

　 　高速の中性子を利用してプルトニウムが
増殖する原子炉。消費する核燃料よりも新たに生成す
る核燃料の方が多くなる。

　 　原子力発電所で使い終え
た燃料を再処理し、ウランとプルトニウムを分離した
後に残存する高レベル放射性廃液をガラス固化したも
のが高レベル放射性廃棄物（ガラス固化体）である。
放射性廃棄物は、種々の「形態」（気体、液体、固体
廃棄物）がある。また、固体廃棄物は処理の面から、
可燃性、難燃性、不燃性などに区分され、液体廃棄物
は無機および有機廃液に細分される。「放射能レベ
ル」による区分では、低レベル、高レベルなどに分類
される。

　原燃の近藤大広報部長に再処理工場の現状、役割、
意義などを伺った。

　――改めて再処理工場のメリ
ットはどんなことでしょう。
　自国の技術で貴重なウラン燃
料を有効利用できることです。
あとは、プルトニウムを燃料と
して利用できる点にあります。

　――エネルギーセキュリティ
の観点からも再処理工場のしゅ
ん工は意義あることですね。
　日本は資源小国でエネルギー
自給率が１割程度しかありませ
ん。ウラン自体は海外からの輸
入になりますが、原子力発電所
にはたくさんの使用済燃料があ
りますから、これを再処理して
得られる燃料は、準国産燃料と
位置づけられます。昨今の地球
環境問題やウクライナ情勢など
も考えると、化石燃料への依存

度が高すぎるのはエネルギーセ
キュリティ上、好ましくありま
せんので、原子力発電の活用、
そして、再処理工場のしゅん工
は大変意義があります。

　――プルトニウムを利用する
ことは、プルサーマル利用以外
に将来的には高速炉などでの利
用も視野に入れているというこ
とですか。
　当面、プルトニウムは既存の
発電所でプルサーマルとして利
用する方針ですが、その要の施
設が再処理工場とＭＯＸ燃料工
場ということです。

　――再処理工場に関して、一
般の方々に理解してもらうこと
は大切なことだと思いますが、
何か取り組みを行っています
か。
　地域の人にパソコンやスマー
トフォンからお気軽に参加いた
だけるオンライン見学会「げん
旅クリックツアー」を用意して
おります。再処理工場をはじめ
とした核燃料サイクル施設を動
画で見学いただける内容となっ
ております。また、ホームペー
ジに特設コーナーを設け、新規
制基準に基づいて実施する安全

性向上対策工事の状況などを掲
載しております。
　今後も、立地地域の人の関心
が高い内容を掲載するよう工夫
するとともに、テレビや新聞広
告などの各種媒体も通じて適時
適切に情報発信し、私たちの取
り組みを知っていただけるよう
努めてまいります。

　――まず、核燃料サイクル施
設の現状について紹介してくだ
さい。
　原燃では、「ウラン濃縮工場」
「高レベル放射性廃棄物貯蔵管
理センター」「低レベル放射性
廃棄物埋設センター」の三施設
を操業していますが、さらに核
燃料サイクルの要となる「再処
理工場」の試験運転および「Ｍ
ＯＸ燃料工場」の建設に取り組
んでいます。再処理工場がしゅ
ん工し、ＭＯＸ燃料工場が完成
すると、ウラン濃縮から再処理、
ＭＯＸ燃料加工、廃棄物管理ま
での環（サイクル）が完結し、
長期にわたる準国産エネルギー
の安定供給に大きく貢献するこ
とになります。
　原燃は年月、再処理工
場のしゅん工時期を「年度

上期のできるだけ早期」とする
計画を公表しました。年９
月にはしゅん工時期を「未定」
としていましたが、施設の詳細
設計に当たる「設計及び工事計
画認可」の審査が一定程度進捗
し、具体的なしゅん工時期を公
表しました。

　――再処理工場の最大再処理
能力は、年間㌧（１日最大
再処理能力．㌧）ということ
ですが、具体的にはどのように
処理するのですか。
　再処理工場で行われる再処理
の工程は、「受入れ・貯蔵」
「せん断・溶解」「分離」「精
製」「脱硝」「製品貯蔵」とな
っています。
　まず、「受入れ・貯蔵工程」
ですが、原子力発電所から出て

くる使用済燃料を受け入れて、
貯蔵プール（最大貯蔵能力
㌧）に貯蔵します。そこで年
間くらいかけて冷やします。
　次に「せん断・溶解工程」で
す。貯蔵プールから冷やした燃
料集合体を取り出し、せん断機
で細かく切断した後、硝酸を入
れた溶解槽で燃料部分を溶か
し、燃料部分と被覆管部分とを
分別します。燃料を溶かした硝
酸溶液は分離工程へ送られ、被
覆管などの金属片は固体廃棄物
として処理します。
　そして「分離工程」となりま
す。ここでは、硝酸溶液を溶媒
といわれる油性の溶液と接触さ
せ、ウラン、プルトニウムと核

分裂生成物を分離します。さら
に化学的性質の違いを利用し
て、ウランとプルトニウムも分
離し、精製工程へ送ります。
　「精製工程」では、ウラン溶
液とプルトニウム溶液の中に含
まれる核分裂生成物をさらに取
り除いて純度を高めた後、脱硝
工程へ送ります。
　「脱硝工程」では、加熱処理
により精製されたウラン溶液と
ウラン・プルトニウム混合溶液
から加熱・分解によりウラン酸
化物粉末とウラン・プルトニウ
ム混合酸化物（ＭＯＸ粉末）に
します。
　最後の「製品貯蔵工程」で再
処理されたウラン酸化物とウラ
ン・プルトニウム混合酸化物を
専用の容器に貯蔵します
　その後、ＭＯＸ燃料工場にお
いてウラン・プルトニウム混合
酸化物を原料として、ＭＯＸ燃
料を製造し、国内の原子力発電
所で利用されることになりま
す。
　また、核分裂生成物は、ガラ
ス固化されて、高レベル放射性
廃棄物として安全に保管される
ことになります。

核燃料サイクルの再処理工程

【げん旅クリックツアー】
https://www.jnfl.co.jp/ja/pr/virt
ual-tour/

【安全を最優先に】
https://www.jnfl.co.jp/ja/special
/our-maximum-priority/
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使
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た
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ラ
ン

燃
料
（
使
用
済
燃
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）
の
中
に
は
、
核
分

裂
し
て
い
な
い
ウ
ラ
ン
と
原
子
炉
内
で
新
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に
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ま
れ
た
プ
ル
ト
ニ
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ム
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合
わ
せ

る
と
、
再
利
用
可
能
な
燃
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も
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。
エ
ネ
ル
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ー
資
源
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し
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利
用

で
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燃
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取
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し
て
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発

電
の
燃
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（
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Ｘ
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し
て
再
利

用
す
る
一
連
の
流
れ
を
「
核
燃
料
サ
イ
ク

ル
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と
い
う
。

　
日
本
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
給
率
が
１
割
程

度
で
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
の
９
割
近
く
を

海
外
か
ら
の
輸
入
に
依
存
し
て
い
る
。
原

子
力
発
電
の
燃
料
で
あ
る
ウ
ラ
ン
も
全
量

を
海
外
か
ら
輸
入
す
る
が
、
一
度
燃
や
し

て
し
ま
う
と
再
び
燃
料
と
し
て
利
用
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
石
油
や
天
然
ガ
ス
な
ど

の
化
石
燃
料
と
異
な
り
、
原
子
力
発
電
に

お
い
て
少
な
い
燃
料
で
大
き
な
エ
ネ
ル
ギ

ー
を
生
み
出
す
こ
と
に
加
え
、
３
～
４
年

間
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
さ
ら
に
、
使
用
後
も
核
燃
料
サ
イ
ク
ル

を
通
し
て
ウ
ラ
ン
や
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
を
回

収
し
、
繰
り
返
し
利
用
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
に
乏
し
い
日
本
に

と
っ
て
核
燃
料
サ
イ
ク
ル
は
、
資
源
の
有

効
利
用
に
大
き
く
寄
与
す
る
施
策
で
あ

る
。

　
ま
た
、
使
用
済
燃
料
を
直
接
処
分
す
る

場
合
（
ワ
ン
ス
・
ス
ル
ー
）
、
ウ
ラ
ン
、

プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
、
核
分
裂
生
成
物
な
ど
を

含
ん
だ
ま
ま
の
使
用
済
燃
料
す
べ
て
を
高

レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
と
し
て
処
分
す
る

が
、使
用
済
燃
料
を
再
処
理
す
る
こ
と
で
、

資
源
と
し
て
再
利
用
で
き
な
い
核
分
裂
生

成
物
の
み
を
取
り
出
し
て
ガ
ラ
ス
固
化
体

に
す
る
た
め
、
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物

の
体
積
が
約
４
分
の
１
に
な
り
、
直
接
処

分
に
比
べ
て
処
分
施
設
の
面
積
を
約
２
分

の
１
～
３
分
の
１
に
縮
小
す
る
こ
と
が
で

き
る
。
加
え
て
、
天
然
ウ
ラ
ン
並
み
の
有

害
度
に
な
る
ま
で
の
期
間
が
約

分
の
１

に
短
縮
さ
れ
る
。

　
つ
ま
り
、
長
期
的
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
安

定
供
給
や
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
の
最

終
処
分
に
向
け
て
核
燃
料
サ
イ
ク
ル
の
確

立
は
重
要
で
あ
る
と
い
え
る
。
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ラ
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よ
っ
て
初
め
て
実
現
す
る
。再
処
理
は
、

核
燃
料
サ
イ
ク
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の
要
で
あ
る
。

　
現
在
、
日
本
で
利
用
さ
れ
て
い
る
軽
水

炉
型
原
子
力
発
電
所
の
燃
料
に
は
、
核
分

裂
し
や
す
い
ウ
ラ
ン
２
３
５
と
核
分
裂
し

に
く
い
ウ
ラ
ン
２
３
８
が
含
ま
れ
て
お

り
、
主
に
ウ
ラ
ン
２
３
５
か
ら
エ
ネ
ル
ギ

ー
を
取
り
出
し
て
い
る
が
、
ウ
ラ
ン
２
３
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が
中
性
子
を
吸
収
す
る
と
プ
ル
ト
ニ
ウ

ム
に
変
化
す
る
。
こ
の
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
と

ま
だ
核
分
裂
せ
ず
に
残
っ
て
い
る
ウ
ラ
ン

２
３
５
を
再
処
理
し
て
取
り
出
し
、
ウ
ラ

ン
燃
料
や
Ｍ
Ｏ
Ｘ
燃
料
の
原
料
と
し
て
使

え
る
よ
う
に
す
る
の
が
再
処
理
工
場
の
役

割
と
な
っ
て
い
る
。

　
再
処
理
に
よ
り
回
収
し
た
ウ
ラ
ン
や
プ

ル
ト
ニ
ウ
ム
を
Ｍ
Ｏ
Ｘ
燃
料
と
し
て
軽
水

炉
で
利
用
（
プ
ル
サ
ー
マ
ル
利
用
）
す
る

こ
と
に
よ
り
１
～
２
割
の
ウ
ラ
ン
資
源
節

約
効
果
が
得
ら
れ
、
さ
ら
に
将
来
的
に
プ

ル
ト
ニ
ウ
ム
の
転
換
効
率
に
優
れ
た
高
速

炉
で
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
を
利
用
す
る
こ
と
が

で
き
れ
ば
、
利
用
効
率
は
格
段
に
向
上
す

る
と
期
待
さ
れ
て
い
る
。
再
処
理
工
場
は

準
国
産
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
の
創
出
の
場
で

あ
る
と
も
い
え
る
。

　
日
本
に
は
、
茨
城
県
東
海
村
に
日
本
原

子
力
研
究
開
発
機
構
が
技
術
開
発
を
行
い

な
が
ら
運
転
し
て
い
る
再
処
理
工
場
が
あ

っ
た
が
、
年
間
の
処
理
量
が
２
１
０
㌧
と

小
規
模
だ
っ
た
た
め
、
イ
ギ
リ
ス
と
フ
ラ

ン
ス
に
再
処
理
を
委
託
し
て
き
た
。
し
か

し
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
な
ど
の
観

点
か
ら
、
現
在
は
原
燃
が
青
森
県
六
ヶ
所

村
に
再
処
理
工
場
を
建
設
し
て
お
り
、

「
２
０
２
４
年
度
上
期
の
で
き
る
だ
け
早

期
」
の
し
ゅ
ん
工
を
目
指
し
作
業
を
進
め

て
い
る
。

　
原
燃
の
再
処
理
工
場
は
、
日
本
で
初
め

て
の
商
業
用
再
処
理
工
場
で
あ
る
。
日
本

で
は
、
原
子
力
基
本
法
に
基
づ
き
、
「
原

子
力
の
研
究
、
開
発
及
び
利
用
を
厳
に
平

和
の
目
的
に
限
る
」
（
原
子
力
委
員
会
２

０
０
５
年
策
定
「
原
子
力
政
策
大
綱
」
）

こ
と
と
し
、
再
処
理
工
場
に
お
い
て
も
、

核
不
拡
散
性
に
優
れ
た
技
術
（
ウ
ラ
ン
・

プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
混
合
脱
硝
）
を
採
用
し
て

い
る
。

　
再
処
理
工
場
は
、
工
程
ご
と
に
建
屋
が

分
か
れ
て
お
り
、
各
建
屋
は
地
下
の
洞
道

（
ト
ン
ネ
ル
）
で
つ
な
が
っ
て
い
る
。
溶

液
は
洞
道
の
中
を
通
る
配
管
で
次
工
程
へ

移
送
さ
れ
る
。
再
処
理
工
場
の
最
大
再
処

理
能
力
は
、
年
間
８
０
０
㌧
で
、
こ
れ
は

１
０
０
万
㌔
㍗
級
原
子
力
発
電
所
約

基

分
の
使
用
済
燃
料
を
処
理
す
る
能
力
に
相

当
す
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。

　年２月日、「ＧＸ（グリーントランスフォーメーション）実現に向けた基本方針」が閣議決定

された。これにより、エネルギーの安定供給確保と脱炭素（年カーボンニュートラル）の実現を通

じて経済成長するためのエネルギー政策の中で、原子力は再生可能エネルギーとともに「最大限活用す

る電源」と位置付けられ、次世代革新炉の開発・建設に取り組むこと、年を超える原子力発電所の追

加的な運転延長を認めること、核燃料サイクルの推進と高レベル放射性廃棄物の最終処分に向けた国主

導の取り組みを強化することが明記された。

　このうち核燃料サイクルを確立することは、日本のエネルギー事情を踏まえれば重要な施策である。

そこで科学新聞では、核燃料サイクルの必要性や確立に向けた取り組みを紹介することは意義のあるこ

とと考え、使用済燃料からエネルギー資源として再利用できる物質を取り出す「再処理」という核燃料

サイクルの要にスポットをあて、日本原燃株式会社（以下、原燃）の近藤大広報部長のインタビューを

もとに現在建設中の再処理工場（青森県六ヶ所村）の現状、役割、意義を明らかにする。

青森県六ヶ所村で建設が進むウラン燃料の再処理工場


